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■主な内容
Ｐ２　あなたのからだが赤信号になる前に　
Ｐ３　福祉医療制度　
Ｐ４　チャレンジデー
Ｐ５　第139回秋田県種苗交換会
Ｐ６　消防団員募集
Ｐ７　男女共同参画推進月間
Ｐ８　介護保険

たけや のぶと すみたに とおる

　５月３０日、市役所市民ロビーにて「副市長☆月イチトー
ク」が初開催されました。市内の“ざわざわ”を感じるスポッ
トをまとめた冊子『ゆざわざわざわ　ゆざわざわ』編集メン
バーの竹谷伸人さん（写真右）と住谷達さん（写真中央）を
ゲストに迎え、湯沢の魅力について語り、盛り上がりました。
毎月１回、ゲストとテーマを変えて、湯沢の魅力的な人やも
のを発信していきます
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あなたのからだが赤信号になる前に !!あなたのからだが赤信号になる前に !!
メ
タ
ボ
は
生
活
習
慣
病
の
温
床
で
す
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て
か
ら
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・
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福祉医療費受給者証の更新申請書は7月8日（金）までに提出を！ 「
対
象
を
中
学
生
ま
で
拡
大
し
ま
す
」

助
成
対
象
年
齢
を
拡
大

新
し
い
受
給
者
証
は

　
　
　

 

7
月
末
に
送
付

あなたのからだが赤信号になる前に !!
　

増
え
続
け
る
生
活
習
慣
病
。
そ
の
ほ

と
ん
ど
に
自
覚
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

健
診
の
第
一
の
目
的
は
、
そ
ん
な
生

活
習
慣
病
の
早
期
発
見
で
す
。
過
剰
に

蓄
積
さ
れ
た
内
臓
脂
肪
は
高
血
圧
症
、

脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習

慣
病
の
共
通
す
る
原
因
で
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
メ
タ
ボ
で
な
く
て
も
、
血
圧

が
高
い
、
血
糖
値
が
高
い
と
い
っ
た
状

態
は
、
動
脈
硬
化
か
ら
脳
梗
塞
な
ど
に

至
る
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
も
分
か
っ

て
い
る
た
め
、
ま
ず
は
特
定
健
診
を
受

け
、
自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
ま
し
ょ

う
。
特
定
健
診
を
受
診
し
て
い
る
人
の

方
が
医
療
費
が
低
い
と
い
う
こ
と
も
分

か
っ
て
い
ま
す
（
図
１
）。

　

福
祉
医
療
制
度
と
は
、
心
身
の
健
康

の
保
持
と
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
、

乳
幼
児
お
よ
び
小
学
生
や
、
ひ
と
り
親

家
庭
の
子
ど
も
、
身
体
に
障
が
い
の
あ

る
人
な
ど
を
対
象
と
し
て
、
医
療
費
の

自
己
負
担
分
を
県
と
市
が
助
成
す
る
制

度
で
す
。

　

市
で
は
、
子
育
て
支
援
事
業
の
一
環

と
し
て
、
県
の
補
助
制
度
で
は
父
母
の

所
得
に
よ
り
対
象
外
と
な
っ
て
し
ま
う

乳
幼
児
や
小
学
生
の
ほ
か
、
医
療
機
関

の
窓
口
で
一
部
負
担
金
が
発
生
す
る
乳

幼
児
や
小
学
生
に
つ
い
て
も
無
料
に
な

る
よ
う
に
助
成
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
自
覚
症
状
は
な
い
し
・
・
」、「
健

康
に
は
自
信
が
あ
る
」、「
仕
事
が
忙
し

く
て
・
・
」
と
い
う
言
葉
を
聞
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
生
活
習
慣
が
も
と
に
な

り
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
を
引
き
起
こ

す
動
脈
硬
化
は
静
か
に
進
行
し
、
自
覚

症
状
が
出
た
と
き
に
は
す
で
に
重
症
と

い
う
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
下

図
の
Ａ
さ
ん
の
よ
う
に
な
ら
な
い
た
め

に
特
定
保
健
指
導
を
き
っ
か
け
に
し
、

症
状
が
出
て
い
な
い
う
ち
か
ら
改
善
に

取
り
組
む
こ
と
が
大
事
で
す
。

※
市
の
特
定
健
診
を
受
診
し
た
特
定
保

健
指
導
対
象
の
人
に
は
、
個
別
通
知
を

送
り
ま
す
。

○
問
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合
わ
せ　

健
康
対
策
課

　
（
☎
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2
1
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今
回
、
県
の
助
成
対
象
拡
大
に
併
せ

て
、
対
象
者
を
小
学
校
六
年
生
か
ら
中

学
校
三
年
生
ま
で
に
拡
大
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
二
十
八
年
八
月

受
診
分
か
ら
は
、
中
学
生
に
つ
い
て
も

医
療
費
が
無
料
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

父
母
の
所
得
が
制
限
額
を
超
え
る
乳
幼

児
や
小
・
中
学
生
は
入
院
時
の
み
市
が

助
成
を
行
い
、
医
療
費
が
無
料
と
な
り

ま
す
。（
所
得
制
限
基
準
額
表
参
照
）

　

市
内
に
住
所
の
あ
る
中
学
生
が
い
る

世
帯
に
は
、
六
月
初
め
に
世
帯
主
宛
て

で
申
請
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
が
、

提
出
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、
早
め
に

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

事
情
に
よ
り
市
外
に
子
ど
も
の
住
所

が
あ
る
人
な
ど
に
つ
い
て
は
、
担
当
窓

口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
乳
幼
児
や
小
・
中
学
生
は
、

受
給
資
格
完
了
（
中
学
校
修
了
）
ま
で

自
動
更
新
と
な
り
ま
す
の
で
、
更
新
ご

と
の
申
請
手
続
き
は
不
要
で
す
。

　

現
在
、
福
祉
医
療
を
受
け
て
い
る
人

で
、
受
給
者
証
の
更
新
が
必
要
な
人
に

は
、
更
新
申
請
書
を
六
月
下
旬
に
郵
送

し
ま
す
。
記
載
例
に
し
た
が
っ
て
必
要

事
項
を
記
入
し
押
印
の
上
、
返
信
用
封

筒
に
よ
り
返
送
し
て
い
た
だ
く
か
、
下

記
の
担
当
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
請
書
到
着
後
、
七
月
末
に
受
給

者
証
を
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
乳
幼
児
お
よ
び
小
学
生
に
つ

い
て
は
、
更
新
申
請
書
の
提
出
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
七
月
末
に
新
し
い
受
給

者
証
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
前
の
受
給

者
証
を
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
中
学
生

の
受
給
者
証
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
手

続
き
が
済
ん
で
い
る
人
に
は
、
七
月
末

に
送
付
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
国
保
年
金
班
（
☎
55
8
1
6

 

4
）
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー

　

ビ
ス
班
へ

　健診受診者と健診未受診者を比較すると、
医療費についても健診受診者の方が低いこ
とが分かります。（国、県と市国保4地域
の比較）

【図1】
平成26年度生活習慣病患者1人当たり生活
習慣病医療費
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【乳幼児および小・中学生に係る所得制限基準額表】

扶養親族等の数（人）

0
1
2
3
4
5

福祉医療制度の対象者

4,600,000
4,980,000
5,360,000
5,740,000
6,120,000
6,500,000

父または母の所得額（円）

区
分

対
象
者
の
条
件

共
通
の
条
件

所
得
制
限

乳幼児および小学
生
↓8月から
乳幼児および小学
生、中学生

出生の日または転
入日から小学校修
了年度の3月31日
まで
↓8月から
出生の日または転
入日から中学校修
了年度の3月31日
まで

○市内に住んでいる人
○健康保険加入者
・国民健康保険の被保険者　・後期高齢者医療制度の被保険者
・被用者保険の被扶養者（重度心身障がい者（児）は、被用者保険
　本人も対象になります）

無し
↓8月から
有り（所得制限額
を超える場合は入
院時のみ助成）

有り 有り

18歳に達する日以
降の最初の3月31
日まで

身体障害者
手帳1～3
級、療育手
帳Ａを持っ
ている人

満65歳以上
で身体障害
者手帳4～
6級を持っ
ている人

無し（被用
者保険本人
の場合は有
り）

○ひとり親家庭の
子ども
○父・母のない子
ども
○父または母が1
～2級程度の身体
障害者手帳を持っ
ている子ども

重度心身
障がい者
（児）

高齢身体
障がい者

心筋梗塞を起こしたＡさんの健診結果心筋梗塞を起こしたＡさんの健診結果

積み重なるほど
リスク上昇！

37歳 57歳

心筋梗塞
発症

生活
習慣
病の
積み
重な
りに
より

どん
どん
心筋
梗塞
に近
づい
てい
く！

ＢＭＩ25以上（肥満）ＢＭＩ25以上（肥満）
高ＧＰＴ（肝機能異常）高ＧＰＴ（肝機能異常）

高血圧高血圧
高中性脂肪高中性脂肪

低ＨＤＬ（善玉コレステロール）低ＨＤＬ（善玉コレステロール）
高血糖高血糖

心電図の異常心電図の異常
自
覚
症
状
な
し
ゾ
ー
ン
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　平成27年は念願の金メダルを獲得しました。28年も勝利とともに50％以上の参加率を目指して参
加しました。
　結果は人口48 ,014人中、参加者23 ,465人、参加率48 .9％で銀メダル、神埼市（参加者19 ,093人、参
加率59.2%）に残念ながら敗れてしまいました。
　しかし、この日は市内で2万人以上の人がスポーツなどで汗を流し、健康増進に努めていただき
ました。ご協力ありがとうございました。

対戦相手「佐賀県神埼市」に連勝を阻まれる！対戦相手「佐賀県神埼市」に連勝を阻まれる！
かんざきしかんざきし

平成28年は参加率50％に届かず、銀メダル平成28年は参加率50％に届かず、銀メダル
チャレンジデー2016YUZAWAチャレンジデー2016YUZAWA

①市民ウォークデー
②8人制バレーボール交流大会
③障がい者スポーツ体験
④わくわくドキドキナイトハイク
⑤健康体操
⑥空き缶の積み上げ

　平成27年は念願の金メダルを獲得しました。28年も勝利とともに50％以上の参加率を目指して参
加しました。
　結果は人口48 ,014人中、参加者23 ,465人、参加率48 .9％で銀メダル、神埼市（参加者19 ,093人、参
加率59.2%）に残念ながら敗れてしまいました。
　しかし、この日は市内で2万人以上の人がスポーツなどで汗を流し、健康増進に努めていただき
ました。ご協力ありがとうございました。

①

②

③

④

⑤

⑥

◆「外小間」出店
○申し込み資格　　会期中（平成28年10月29日～11月4日）7日間出店できる人
○募集小間数　　300小間程度（応募者多数の場合は抽選とします）
○申し込み区分　　①一般業者（水道施設設置希望者）②一般業者（水道施設設置を希望しない者）③仏壇・石材
　　　　　　　　　業者④大区画業者（農業機械・農業資材・建設機械・自動車など）⑤秋田県街商協会会員
　　　　　　　　　※区分ごとに指定する小間内とします。
○申し込み方法　　外小間出店申込書に必要事項を記入し、①誓約書②外小間出店者名簿③営業補助者表④営業
　　　　　　　　　補助者名簿⑤同意書⑥証明用写真（出店者、営業補助者とも各2枚）⑦身分証明書類（出店
　　　　　　　　　者および営業補助者全員の運転免許証写しまたは住民票1枚）を添えて、下記に持参または
　　　　　　　　　郵送で申し込みください

◆参考展示出展（出店）
○出 展 内 容　　農業関連参考展示および協賛展示即売
○会場予定地　　交換会場の指定場所
○出 展 期 間　　10月29日（土）～11月4日（金）
○出 展 時 間　　午前9時～午後4時（最終日は正午までとなります）
○申し込み方法　　参加希望届に必要事項を記入し、①誓約書②参考展示出店者名簿③営業補助者表④営業補助者
　　　　　　　　　名簿⑤同意書⑥証明用写真（出店者、営業補助者とも各2枚）⑦身分証明書類（出店者およ
　　　　　　　　　び営業補助者全員の運転免許証写しまたは住民票1枚）を添えて、下記に持参または郵送で
　　　　　　　　　申し込みください

「外小間」出店および
　参考展示出展 (出店 ) を募集します
「外小間」出店および
　参考展示出展 (出店 ) を募集します

※詳細は下記に問い合わせいただくか種苗交換会のホームページをご覧ください。※詳細は下記に問い合わせいただくか種苗交換会のホームページをご覧ください。

オープニングセレモニー（ラジオ体操）

○申し込みの留意点　　未成年者が営業に従事する場合は、保護者の同意が必要となります。また、必要書類
　　　　　　　　　　　が全てそろっていなければ受理しません。電話での申し込みも一切受け付けません。
○申 込 期 間　　6月17日（金）～7月21日（木）／午前9時～午後5時
　　　　　　　　　　　※土・日曜日および祝日を除きます。また、申込期間以外の受け付けは行いません。
○申し込み・問い合わせ　〒012-8501 秋田県湯沢市佐竹町1番1号
　　　　　　　　　　　　第139回秋田県種苗交換会湯沢市協賛会事務局（☎0183-72-2315、FAX同2316）
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　男性と女性が、職場で、学校で、地域で、家庭で、それぞれの個性と能力を発揮できる「男女共同参画社会」を実
現するためには政府や地方公共団体だけでなく、市民一人一人の取り組みが必要です。
　市では、推進月間に合わせ、男女共同参画の理解と関心を深めていくため、次の事業を開催します。
　私たちのまわりの男女のパートナーシップについて、この機会に考えてみませんか。

　内閣府では、「旧来の労働慣行や意識を変え、女性も男性も多様な暮らしや働き方が可能な社会を作る
ためのキャッチフレーズ」を募集し、応募総数3,299点の中から次の作品を選びました。 　日頃から地域の安全と安心を確保するため、地域ぐるみの消防防災体制の中核として、重要な役割を果たしている

のが「消防団」です。災害は「いつ」「どこで」起こるか分かりません。最も身近な消防機関である「消防団」の活動
は地域を守る要です。5月1日現在、市には1団15分団が設置され 1,622人の団員が市民の生命と暮らしを守るために、
日夜活動を行っています。消防団員は、非常勤の地方公務員で、それぞれ仕事を持った地域住民が、「自分たちのまち
は自分たちで守る」の精神で自ら入団し、地域のために活動しています。活動は、主に消防署と連携し、火災消火や
複雑多様化する災害時に出動するほか、防災訓練など多岐にわたります。このような活動に献身的に取り組む消防団員、
また地域防災活動のリーダーとしてぜひ活躍してみませんか。

　現在、湯沢市消防団は団員不足と団員の高齢化という課題を抱えています。団員不足は、災害発生時において被害
の拡大を招いたり、地域住民の安全確保などの活動に大きく影響することから、団員の確保が急がれています。消防
団の活性化にもつながる将来の担い手である若い人たちの入団を呼び掛け、地域防災体制の強化を図っていきたいと
考えています。

　消防団には、平成21年から新たな戦力として女性消防団員が入団し、5月1日現在20人います。活動内容は、消火訓
練や応急手当の知識・技術の修得、避難所運営訓練、保育園や小学校への防災教室などを行っており、今後は高齢者
を対象にした防火訪問なども予定しています。全国的に女性消防団員の役割が重要視されており、今後は女性の視点
をいかした防火防災活動に大きな期待が寄せられていますので、ぜひ入団をお願いします。また、総務省消防庁のホー
ムページでも「－女性活躍－Facebook ページ」を開設しており、消防活動の紹介や魅力などの情報発信を行ってい
ます。

○応募資格　市内に在住する18歳以上の人
○配属分団　居住する居住地区の分団
○待　　遇　年額報酬、出動手当、福祉共済制度（公務災害
　　　　　　補償等）、被服の貸与（活動服等）、退職報償金
　　　　　　（一定期間以上勤務して退団した場合、退職報
　　　　　　償金を支給）
※職務にあたって、功労・功績があった場合には、市や消防
協会、県知事から表彰されます。

　市では、「消防団協力事業所表示制度」を実施しています。
　この制度は、複数の従業員が消防団に入団していることや、就業時間中に
おける従業員の消防団活動について積極的に配慮しているなど、消防や防災
活動に協力している事業所を「消防団協力事業所」として認定し、社会貢献
の証として表示証を交付するものです。
　ぜひ、多くの事業所の参加をお待ちしています。詳細は、市のホームペー
ジをご覧ください。

消防団員募集要項

期待される女性のチカラ

消防団員を募集しています
～地域防災にあなたのチカラを貸してください～

「消防団」は地域を守る強い味方です「消防団」は地域を守る強い味方です

「消防団」の課題「消防団」の課題

期待される女性のチカラ

消防団員募集要項

消防団協力事業所消防団協力事業所

○問い合わせ　総務課総合防災室（☎55-8250）

　キャッチフレーズ決定‼

６月は男女共同参画推進月間です
～あきたハーモニー条例男女共同参画推進月間～

○と　　き　6月27日㈪～30日㈭
　　　　　　午前10時～正午
○と こ ろ　男女共同参画センターはあとぴあ (柳町 )
○内　　容　Word を使ったチラシ作り
○定　　員　10人（先着順 /4 回とも出席できる人）
○教 材 費　1,000円
○申し込み　6月23日㈭まで、はあとぴあ　　
                   （☎72-5750）へ

オシャレでかわいいチラシづくり講座 ♥

♥
♥

♥
♥

♥
♥

♥
♥

♥

♥
♥

　男女共同参画に関する特設コーナーを設け、図書
や資料を展示します。
○と　　き　6月15日㈬～30日㈭
　　　　　　月～金曜日 /午前9時30分～午後6時
　　　　　　　　　　　　30分
　　　　　　土・日曜日 /午前9時～午後5時
○と こ ろ　湯沢図書館

図書コーナーの設置

一人で悩まず「はあとぴあ相談室」に相談を！☆☆☆☆☆ ☆☆☆☆☆
　「男だから」「女だから」という理由で可能性が狭められる
ことなく、それぞれの個性を生かし、いろいろな生き方を認
め合うことができる社会を実現するための相談窓口を設置し
ています。
　家庭、育児、母子・父子相談、社会参画、起業、ＤＶなど、
一人で悩みを抱え込まないで、ぜひご相談ください。ベテラン
の相談員が対応し、秘密は堅く守ります。安心して、気軽に
ご利用ください。
○と　き　毎週水曜日（祝日除く）／午後2時～4時
○ところ　市役所本庁舎1階相談ルーム
○料　金　無料
※なるべく事前予約をお願いします。申し込みは、ひびく・つながる創造課魅力創生班（☎55-8274）へ。
なお、予約をしていない場合でも利用可能ですが、予約者優先となるため、お待たせする場合があります。

○最優秀作品　「意識をカイカク。男女でサンカク。社会をヘンカク。」

▲平成25年湯沢市雄勝郡総合防災訓練で女性消防団員が炊き出し

【
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
メ
ー
ジ
】

」

を作る

～仕事や日常生活に役立つパソコン術～
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保険料段階 対　　象　　者 保険料率 年間保険料

みんなで支え
　合いましょう介護保険介護保険

○問い合わせ　長寿福祉課高齢介護班（☎73-2123）

◆保険料を滞納すると・・・

福祉用具購入費・住宅改修費支給申請福祉用具購入費・住宅改修費支給申請

※1

◆福祉用具購入費

◆住宅改修費（市へ事前に申請して承認を受けることが必要です）

※1　一定以上所得者は、8割

※1

※1

　介護保険の「要介護」または「要支援」と認定された在宅の人が、入浴や排せつなどに用いる福祉用具を指定事業
者から購入した場合や、市から事前に承認を受けた上で、手すりの取り付けや段差の解消などの住宅改修を行う場合
には、掛かった費用の9割  （限度額あり）が支給されます。
　支給に当たっては、利用者がいったん費用の全額を支払った後に市から給付を受ける「償還払い」と、利用者が掛
かった費用（保険適用分）の1割（一定以上所得者は2割）を事業者に支払い、残額を利用者の委任に基づき、市から
直接事業者に支払う「受領委任払い」の2つの方法があります。
　ただし、「受領委任払い」は住宅改修業者や福祉用具販売業者が市に登録していないと利用できません。

　介護保険は、介護の負担を社会全体で支え合う制度で、介護保険料は介護保険を支える大切な財源です。誰もが安
心して介護サービスを受けられるよう、保険料の納付についてご理解をお願いします。介護保険料は下表のとおり所
得段階に分けて決められています。
　平成28年度介護保険料の通知書は、7月1日付で送りますので、通知書と見比べてみて不明な点等がある場合は下記
に問い合わせください。

　特別な事情がなく保険料の滞納が続く場合は、滞納していた期間に応じて介護保険の給付が制限される場合があり
ます。
　災害などのやむを得ない理由で保険料を納めることが難しくなったときは、保険料の減免や徴収猶予が受けられる
ことがあります。困ったときは、早めにご相談ください。

　○対　　　　　　象　①腰掛便座
　　　　　　　　　　　②自動排泄処理装置の交換可能部品
　　　　　　　　　　　③入浴補助用具
　　　　　　　　　　　④簡易浴槽
　　　　　　　　　　　⑤移動用リフトのつり具の部分
　○支 給 限 度 額　4月1日から平成29年3月31日までの期間で、
　　　　　　　　　　　10万円を上限に費用の9割を支給

　○申請に必要な書類　①福祉用具購入費支給申請書（福祉用具が必要な理由を記載すること）
　　　　　　　　　　　②領収書
　　　　　　　　　　　③パンフレットの写しなど購入した福祉用具の概要が分かる資料

　○その他注意事項　都道府県知事の指定を受けた事業所からの購入に限ります。指定を受けていない事業所から
　　　　　　　　　　　購入した場合には、原則として福祉用具購入費の支給対象になりません

　○対　　　　　　　　象　①手すりの取り付け
　　　　　　　　　　　　　②段差の解消
　　　　　　　　　　　　　③滑りの防止、移動を円滑にするための床または通路面の材料変更
　　　　　　　　　　　　　④引き戸などへの扉の取り替え（取り替えに比べて費用を安く抑えられる場合に限り
　　　　　　　　　　　　　　新設も含む）
　　　　　　　　　　　　　⑤洋式便器などへの便器の取り替え
　　　　　　　　　　　　　⑥その他①～⑤の住宅改修に付帯して必要な工事

　○支　給　限　度　額　20万円を上限に費用の9割を支給
　※実際の支給額は工事費の9割相当額、同一住宅で18万円
　（一定以上所得者は16万円）が上限です。また、支給上限
　を超えた部分は自己負担になります。

　○事前申請に必要な書類　①住宅改修費承認申請書
　　　　　　　　　　　　　②工事費の見積書
　　　　　　　　　　　　　③住宅改修が必要な理由書
　　　　　　　　　　　　　④改修後の状態が分かる図面など
　　　　　　　　　　　　　⑤改修前の日付入りの写真
　　　　　　　　　　　　　⑥所有者による住宅改修工事承諾書（本人所有でない場合）

・生活保護の受給者
・世帯全員が市民税非課税で、老齢福祉年金の受給者
・世帯全員が市民税非課税で、前年の合計所得金額と
　課税年金収入額の合計額が80万円以下の人

世帯全員が市民税非課税で、前年の合計所得金額と
課税年金収入額の合計額が80万円超120万円以下の人

世帯全員が市民税非課税で、前年の合計所得金額と
課税年金収入額の合計額が120万円超の人

世帯の誰かに市民税が課税されているが、本人は市
民税非課税で、前年の合計所得金額と課税年金収入
額の合計額が80万円以下の人

本人は市民税非課税だが、世帯員で市民税が課税さ
れている人がおり、前年の合計所得金額と課税年金
収入額の合計額が80万円超の人

本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が125万円
未満の人

本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が125万円
以上200万円未満の人

本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が 200万円
以上400万円未満の人

本人が市民税課税で、前年の合計所得金額が 400万円
以上の人

基準額
×0.45

基準額
×0.65

基準額
×0.75

基準額
×0.90

基準額
×1.00

基準額
×1.10

基準額
×1.35

基準額
×1.65

基準額
×1.90

第1段階

第2段階

第3段階

第4段階

第5段階

第6段階

第7段階

第8段階

第9段階

 

29,270円

 42,270円
 

48,780円
 

58,530円

 

65,040円

 

71,540円

 87,800円
 

107,310円

123,570円

※1



【
松
浦
住
宅（
湯
沢
地
域
）】

・
募
集
戸
数　

1
戸

・
完
成
年　

昭
和
51
年

・
構　

造　

簡
易
耐
火
構
造
二
階
建

・
タ
イ
プ　

3
Ｄ
Ｋ

・
家　

賃　

一
万
二
千
三
百
円
〜
一
万
八

　

千
三
百
円
（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

【
山
田
住
宅（
湯
沢
地
域
）】

・
募
集
戸
数　

1
戸

・
完
成
年　

昭
和
55
年

・
構　

造　

簡
易
耐
火
構
造
二
階
建

・
タ
イ
プ　

3
Ｄ
Ｋ

・
家　

賃　

一
万
四
千
円
〜
二
万
九
百
円

　
（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

【
倉
内
住
宅（
湯
沢
地
域
）】

・
募
集
戸
数　

1
戸

・
完
成
年　

平
成
10
年

・
構　

造　

木
造
二
階
建

・
タ
イ
プ　

3
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
家　

賃　

二
万
三
千
百
円
〜
三
万
四

　

千
四
百
円
（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

【
稲
庭
住
宅（
稲
川
地
域
）】

・
募
集
戸
数　

1
戸

・
完
成
年　

昭
和
63
年

・
構　

造　

木
造
平
屋
建

・
タ
イ
プ　

2
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
家　

賃　

一
万
五
千
円
〜
二
万
二
千
三

　

百
円
（
所
得
に
応
じ
て
決
定
）

【
大
舘
共
同
住
宅（
稲
川
地
域
）】

・
募
集
戸
数　

2
戸

・
完
成
年　

平
成
7
年

・
構　

造　

木
造
二
階
建

・
タ
イ
プ　

2
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
家　

賃　

三
万
五
千
円

◯
募
集
期
間　

6
月
16
日
㈭
〜
27
日
㈪

（
受
付
時
間
は
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画

課
建
築
住
宅
班
（
☎
55
8
1
5
8
）
へ

　

地
域
自
治
組
織
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
、
町
内
会
な
ど
の
市
民
活
動
団
体

が
自
ら
企
画
・
実
施
す
る
公
共
性
の
あ
る

事
業
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

※
募
集
要
項
お
よ
び
申
請
用
紙
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

る
ほ
か
、
く
ら
し
の
相
談
課
、
各
総
合
支

所
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

◯
申
請
期
日　

7
月
29
日
㈮
午
後
4
時
必

　

着
◯
申
請
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送
に
よ
り
、

必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
の

相
談
課
市
民
協
働
班（
☎
55
8
0
3
3
）

へ

　

道
で
つ
な
ぐ
「
ひ
と
」「
も
の
」「
絆
」

を
テ
ー
マ
に
、
秋
田
県
湯
沢
市
・
由
利
本

荘
市
・
山
形
県
大
崎
市
・
新
庄
市
・
真
室

川
町
・
金
山
町
・
最
上
町
が
連
携
し
、
各

首
長
に
よ
る
公
開
座
談
会
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
金
山
住

宅
推
進
ミ
ニ
削
ろ
う
会
も
同
時
開
催
さ
れ
、

来
場
者
に
は
先
着
で
特
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

◯
と　

き　

7
月
3
日
㈰
午
前
9
時
15
分

〜
午
後
3
時

◯
と
こ
ろ　

金
山
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー

◯
参
加
料　

無
料

◯
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
企
画
政
策
班

（
☎
73
2
1
1
3
）
へ

　

入
学
や
学
習
な
ど
に
関
し
て
心
配
の
あ

る
お
子
さ
ん
の
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

•
心
や
体
の
発
達
が
気
に
な
る
お
子
さ
ん

•
こ
と
ば
の
発
達
が
気
に
な
る
お
子
さ
ん

•
情
緒
が
不
安
定
だ
っ
た
り
、
性
格
や
行

動
に
心
配
が
あ
っ
た
り
す
る
お
子
さ
ん

•
学
習
が
振
る
わ
な
い
お
子
さ
ん
な
ど

◯
と　

き　

7
月
27
日
㈬
・
9
月
28
日
㈬

／
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

◯
と
こ
ろ　

雄
勝
地
域
振
興
局
福
祉
環
境

部
※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
左
記
へ

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課
指
導
班

（
☎
73
2
1
6
2
）
へ

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

2016.06.15
11

2016.06.15
10

参
加
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

提
案
型
補
助
金

事
業
の
募
集
（
第
二
回
）

道
で
つ
な
ぐ・東
北
ど
ま
ん
な
か

サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
６

〜
日
本
海
と
太
平
洋
を
つ
な
ぐ

ｉｎ 

か
ね
や
ま
〜

就
学
や
教
育
に
関
す
る相

談
会

補助対象経費の100％以内
補助対象経費の 90％以内
補助対象経費の 80％以内

1　年　目
2　年　目
3　年　目

補助の区分 補　　助　　率
■補助金の概要

補助限度額

50　万　円
（下限8万円）

補助対象経費の 80％以内

ソフト事業に限り、
さらなる効果が期
待されると認められ
た場合は、最長2
年まで延長できる

　

六
月
三
十
日
㈭
が
納
期
限
の
市
税
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◯
市
・
県
民
税　

第
一
期

※
納
期
限
ま
で
に
納
入
が
な
い
場
合
は
、

納
期
限
後
二
十
日
以
内
に
督
促
状
を
発
送

し
ま
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を

お
勧
め
し
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
納
税
班
（
☎
73

2
1
1
8
）
へ

　

浴
室
な
ど
を
修
繕
す
る
た
め
、
左
記
の

日
を
休
館
と
し
ま
す
。

◯
休
館
日　

6
月
21
日
㈫

◯
問
い
合
わ
せ　

長
寿
福
祉
課
高
齢
介
護

班
（
☎
73
2
1
2
3
）
ま
た
は
緑
風
荘

（
☎
42
2
3
1
0
）
へ

　

緊
急
地
震
速
報
、
大
津
波
警
報
や
噴
火

警
報
の
ほ
か
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
な
ど
、

国
か
ら
配
信
さ
れ
る
緊
急
情
報
を
瞬
時
に

市
民
へ
伝
達
し
、
非
常
時
に
備
え
る
た
め

の
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
緊
急
情
報
伝
達
訓
練
を
行

い
ま
す
。

　

訓
練
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
り
気
象
庁

か
ら
受
信
し
た
情
報
を
エ
フ
エ
ム
ゆ
ー
と

ぴ
あ
に
自
動
転
送
し
、
割
り
込
み
放
送
す

る
も
の
で
す
。

◯
と　

き　

6
月
23
日
㈭
午
前
10
時
15
分

こ
ろ

◯
放
送
内
容　
「
緊
急
地
震
速
報
。大
地
震

で
す
。大
地
震
で
す
。こ
れ
は
訓
練
放
送

で
す
」を
三
回
繰
り
返
し
ま
す

※
気
象
、
地
震
活
動
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、

訓
練
が
中
止
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
総
合
防
災
室

（
☎
55
8
2
5
0
）
へ

◯
と　

き　

7
月
14
日
㈭

◯
参
加
料　

五
百
円

◯
対　

象　

市
内
在
住
の
人

◯
定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

※
申
込
用
紙
は
市
内
各
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

6
月
27
日

㈪
か
ら
30
日
㈭
ま
で
、
稲
川
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
（
☎
42
5
8
1
6
）
ま
た
は

最
寄
り
の
生
涯
学

　

習
セ
ン
タ
ー
へ

　

事
件
解
決
に
は
、地
域
の
皆
さ
ん
の「
理

解
と
協
力
」
が
必
要
で
す
。

【
事
件
を
知
っ
た
ら
す
ぐ
１
１
０
番
】

　

警
察
官
の
到
着
や
緊
急
配
備
の
時
間
が

短
い
ほ
ど
早
く
犯
人
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

【
現
場
は
そ
の
ま
ま
、
ま
ず
届
け
出
を
】

　

届
け
出
が
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
、
現
場

に
は
犯
人
に
結
び
つ
く
指
紋
や
痕
跡
が

残
っ
て
い
ま
す
。
歩
き
回
っ
た
り
、
片
付

け
た
り
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
で
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
警
察
署
（
☎
73

2
1
2
7
）
へ

　

県
で
は
、
雪
下
ろ
し
中
の
事
故
防
止
や

負
担
軽
減
を
目
的
と
し
た
住
宅
の
改
修
工

事
を
行
う
か
た
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

◯
対
象
者　

市
内
に
お
住
ま
い
で
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た

・
65
歳
以
上
（
平
成
29
年
3
月
31
日
ま
で

に
65
歳
に
達
す
る
か
た
を
含
む
）

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
・
右
記
い
ず
れ
か
の
か
た
と
同
居
し
て
い

る
◯
対
象
住
宅　

対
象
者
が
居
住
す
る
一
戸

建
て
住
宅

◯
対
象
工
事　

雪
下
ろ
し
の
安
全
対
策
な

ど
に
要
す
る
五
万
円
以
上
の
工
事

◯
補
助
額　

対
象
工
事
費
の
2
分
の
1

（
上
限
額
十
万
円
）

◯
募
集
期
間　

7
月
15
日
㈮
ま
で

◯
募
集
世
帯
数　

9
世
帯
程
度
（
原
則
、

先
着
順
）

※
事
業
の
詳
細
お
よ
び
申
請
方
法
に
つ
い

て
は
、
左
記
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ　

県
地
域
活
力
創
造
課

（
☎
0
1
8
―
8
6
0
―
1
2
3
8
）ま

た
は
都
市
計
画
課
建
築
住
宅
班
（
☎
55

8
1
5
8
）
へ

◯
と　

き　

6
月
29
日
㈬
午
前
10
時
〜
正

午
（
受
け
付
け
は
午
前
9
時
30
分
か
ら

11
時
30
分
ま
で
）

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

◯
内　

容　

身
体
障
害
者
手
帳
の
相
談
、

補
聴
器
の
医
学
的
判
定
お
よ
び
医
療
相

談
◯
問
い
合
わ
せ　

県
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー

市
税
は
納
期
限
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

「
ふ
る
さ
と
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

in 

秋
田
駒
ヶ
岳
」 

参
加
者
募
集

触
ら
ず
歩
か
ず
動
か
さ
ず

ま
ず
「
１
１
０
番
」

〜
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ
た
ら
す
ぐ
届
け
出
を
〜

安
全
・
安
心
な

雪
下
ろ
し
支
援
事
業

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

緑
風
荘
が
臨
時
休
館

身
体
障
害
者
（
聴
覚
）

巡
回
相
談

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

緊
急
情
報
伝
達
訓
練



　

障
が
い
や
福
祉
に
関
す
る
総
合
相
談
窓

口
と
し
て
、
湯
沢
市
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

専
門
の
資
格
を
持
っ
た
ス
タ
ッ
フ
が
対

応
し
ま
す
。

　

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◯
受
付
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日

と
12
月
31
日
〜
平
成
29
年
1
月
3
日
は

除
く
）
／
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
市
基
幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー（
複
合
施
設
ぱ
あ
と
な
あ
内
）

（
☎
55
8
6
7
8
、
℻
72
8
1
0
8
、
*

kikan-soudan@
sage.ocn.ne.jp

）へ

　

横
手
市
出
身
で
オ
ペ
ラ
界
新
鋭
の
ソ
プ

ラ
ノ
歌
手
が
、
楽
し
い
お
話
を
交
え
て
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

◯
と　

き　

7
月
3
日
㈰
午
後
2
時
開
場

／
午
後
2
時
30
分
開
演

◯
と
こ
ろ　

雄
勝
文
化
会
館

◯
出　

演　

髙
橋
絵
理
さ
ん（
ソ
プ
ラ
ノ
）、

山や
ま

下し
た

珠た
ま

実み

さ
ん（
ピ
ア
ノ
）

◯
入
場
料　

一
般
＝
二
千
円
（
当
日
券
二

　

千
三
百
円
）、
学
生
＝
千
円

◯
問
い
合
わ
せ　

コ
ン
サ
ー
ト
倶
楽
部
ゆ

ざ
わ
事
務
局
渡
部（
☎
72
1
2
3
4
）へ

　

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
を
通
し
て
世
代

間
、
障
が
い
の
有
無
な
ど
の
枠
を
超
え
て

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
「
楽
し
さ
」
や
「
面
白

さ
」
を
体
感
し
ま
せ
ん
か
。
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。

◯
と　

き　

6
月
29
日
㈬
午
後
1
時
〜
3

時
30
分
／
午
後
1
時
受
け
付
け
開
始

◯
と
こ
ろ　

総
合
体
育
館

◯
内　

容　

ス
ロ
ー
イ
ン
グ
＆
キ
ャ
ッ
チ

ン
グ
の
練
習
、
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
（
的
入

れ
）

◯
参
加
料　

無
料

◯
持
ち
物　

運
動
で
き
る
服
装
、
外
履
き

◯
定　

員　

50
人
程
度
（
先
着
順
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

6
月
20
日

㈪
ま
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
・
ビ
ー
イ
ン
グ
佐
藤
（
☎
52
3
5

 

9
6
）
へ

　

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◯
と　

き　

8
月
5
日
㈮
午
前
10
時
30
分

〜
午
後
3
時
40
分

◯
と
こ
ろ　

秋
田
弁
護
士
会
館（
秋
田
市
）

◯
参
加
料　

無
料

◯
対　

象　

県
内
在
住
の
中
学
生
お
よ
び

教
員

◯
定　

員　

中
学
生
＝
24
人
、
教
員
＝
10

人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

7
月
19
日

㈫
ま
で
、
秋
田
弁
護
士
会
事
務
局
（
☎

0
1
8
―
8
6
2
―
3
7
7
0
）
へ

　

ひ
き
こ
も
り
や
未
就
労
な
ど
で
お
悩
み

の
か
た
や
そ
の
家
族
の
か
た
が
集
え
る
サ

ロ
ン
で
す
。

◯
と　

き　

6
月
21
日
㈫
午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
雄
勝
広
域
交
流
セ
ン

タ
ー

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
市
社
会
福
祉
協
議

会
総
合
相
談
室
（
☎
73
8
6
9
6
）
へ

◯
と　

き　

7
月
6
日
㈬
〜
平
成
29
年
3

月
29
日
㈬
／
午
後
7
時
〜
9
時

◯
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
2
階
会
議
室

◯
内　

容　

厚
生
労
働
省
手
話
奉
仕
員
養

成
講
座

◯
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
三
千
二

　

百
四
十
円
は
自
己
負
担
）

◯
対　

象　

手
話
を
学
び
た
い
人
で
、
中

学
生
以
上
の
人

◯
定　

員　

20
人

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

6
月
30
日

㈭
ま
で
、
湯
沢
市
手
話
の
会
会
長
宮
原

（
☎
0
9
0
―
7
0
7
1
―
4
2
2
2
）

ま
た
は
市
福
祉
課
障
が
い
福
祉
班
☎
55

8
0
7
5
）
へ

　

湯
沢
調
停
協
会
所
属
の
民
事
調
停
委
員

お
よ
び
家
事
調
停
委
員
が
相
談
を
受
け
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

◯
と　

き　

6
月
19
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
3
時

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◯
内　

容　

金
銭
の
貸
借
、
売
掛
金
の
回

収
、
家
庭
内
の
問
題
（
夫
婦
関
係
や
養

親
子
関
係
）、
交
通
事
故
、
遺
産
分
割
、

土
地
や
建
物
の
も
め
事
な
ど

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
調

　

停
協
会
（
湯
沢
簡
易
裁

　

判
所
内
☎
73
2
8
2
8
）

　

へ

無
料
調
停
相
談
会

居
場
所
サ
ロ
ン

『
り
ら
と
こ
』参
加
者
募
集

手
話
教
室
の
開
催

障
が
い
や
福
祉
の
こ
と
で

お
困
り
の
か
た
へ

髙た
か

橋は
し

絵え

理り
ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

第
12
回

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
で

遊
ぼ
う

秋
田
弁
護
士
会

夏
休
み
ジ
ュ
ニ
ア
ロ
ー

ス
ク
ー
ル
参
加
者
募
集

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

2016.06.15
13

2016.06.15
12

【
金
属
加
工
技
術
科
】

・
定　

員　

15
人

【
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
デ
ザ
イ
ン
科
】

・
定　

員　

15
人

【
電
気
・
通
信
施
工
技
術
科
】

・
定　

員　

15
人

◯
と　

き　

8
月
2
日
㈫
〜
平
成
29
年
1

月
31
日
㈫
／
午
前
9
時
20
分
〜
午
後
3

時
40
分

◯
と
こ
ろ　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

（
潟
上
市
）

◯
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は

別
途
）

◯
対　

象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し

込
み
し
、
新
た
な
技
術
・
技
能
を
身
に

付
け
て
再
就
職
を
希
望
す
る
人

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

6
月
27
日

㈪
ま
で
、
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田
訓

練
課
（
☎
0
1
8
―
8
7
3
―
3
1
7

　

8
）
へ

　

ソ
サ
イ
チ
サ
ッ
カ
ー
（
七
人
制
）
に
参

加
し
て
、
太
陽
の
下
で
ボ
ー
ル
を
蹴
り
ま

せ
ん
か
。

　

当
日
は
、「
キ
ッ
ズ
・
イ
ベ
ン
ト
」
も

開
催
し
ま
す
。

◯
と　

き　

6
月
26
日
㈰
午
前
8
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
市
河
川
敷
運
動
広
場
松

ノ
木
グ
ラ
ウ
ン
ド

◯
参
加
料　

一
人
五
百
円
（
一
チ
ー
ム
七

名
以
上
の
登
録
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

6
月
20
日

㈪
ま
で
、
ソ
サ
イ
チ
実
行
委
員
会
柴
田

（
湯
沢
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
内
☎
0
9
0

―
6
2
2
3
―
1
9
7
7
、
*yuzaw

　

afa@
gm
ail.com

）
へ

いわゆるマルチ商法に注意!
　「お店を持たせる」「好きな時間に出勤
し、時給1,500円」「知人を紹介してくれれ
ば紹介料がもらえる」などと言葉巧みに
勧誘し、物品を購入させるといった相談
が急増しています。
　他人に商品を紹介し購入につながれば
マージンが得られると誘う、マルチ商法
的勧誘のトラブルです。知人や友人と
いった身近な人からの紹介、誘いは断り
にくいものですが、断る勇気も必要です。
また、友人を勧誘することにより、友人
関係を壊してしまうことも
あります。
　うまい話はうのみにせず、
よく考えてから契約しま
しょう。

■消費生活に関する相談、出前講座の依頼は…
　湯沢市消費生活センター
　市役所本庁舎１階☎72－0874
　受付時間（平日）：午前8時30分～午後5時

観光・ジオパーク推進課観光物産班内（☎55-8180）へ

季節の旬の食材や農産物
日用雑貨品が勢ぞろい！

　ダムでは洪水時の放流に際して、警報を発し注
意を呼び掛けていますが、発電やかんがいなどの
ために普段でも放流を行っています。
　その放流量は、電力量やかんがい用水の需要に
より変動しますので、晴天時であっても皆瀬川の
水位が急に上昇することがあります。
　河川水位の上昇には、十分気を付けてください。
◯問い合わせ
　皆瀬・板戸ダム管理事務所（☎46-2100）
　秋田発電・工業用水道事務所（☎018-839-2244）

皆瀬川の河川水位上昇に注意
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■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

久　保　７

久　保　４

百　目　木

横　小　路

飯　　　田

久　保　５

大　　　沢

80
91
95
96
103
87
82

5.18
5.18
5.18
5.20
5.24
5.25
5.28

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

平　成　園

三　ツ　村

役　　　内

磯

寺　　　町

湯　　　端

中　　　泊

新　　　地

83
73
90
88
91
93
88
81

5.15
5.17
5.19
5.22
5.23
5.24
5.25
5.27

本　人
雅　和
誠　市
本　人
三智雄
力
雅　彦
本　人

5月31日届け出分まで

良　広
茂
秀　輔
敬　悦
誠
豊
秋　男

15
2016.06.15

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

　　　ひびき

こうたろう　

ゆづき

　　　れん

　　　あや

と　わ

　　　はる

ゆうた

5.10

5.14

5.15

5.17

5.17

5.19

5.20

5.23

司さん・和美さん

泰弘さん・香さん

達也さん・悠さん

一晃さん・佳奈子さん

心さん・恵子さん

育宏さん・かずみさん

優さん・千尋さん

進矢さん・千尋さん

外　堀　上

石 塚 上 区

上　荒　町

西新町第1の2

杉沢裏第１

森　　　合

清水町第4の2

愛宕町第６

●雄勝地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

高 橋　彩 人くん
あやと

5.13 康平さん・睦さん 御　返　事

5.15
5.16
5.16
5.17
5.19
5.19
5.20
5.20
5.21
5.26
5.27
5.29
5.31

101
69
87
89
80
79
72
91
87
79
43
102
90

大　　　町

根 小 屋 町

岩　の　沢

御嶽町第１

大 島 第 １

上　　　地

下　関　上

上　　　地

材木町第１

中　　　宿

金　　　谷

杉沢新所下

田 畑 中 山

本　人

由美子

和　也

秀　一

眞理子

勇　一

淳

一　男

直　志

敬　二

勝太郎

伸　一

浩　治

本 名　ト クさん
佐々木 雅 義さん
　　　 ユ ウさん
髙 橋 タヱ子さん
今　　 サ イさん
由 利　貞 子さん
髙 橋　泰 造さん
山 田　五 郎さん

佐 藤　ミ ネさん
髙 橋　菊 治さん
加 藤　薫 子さん
髙 橋　貞 司さん
佐々木 廣 一さん
須 田　一 郎さん
後 藤　ハ チさん

5月31日届け出分まで

照 井　ミ ヱさん
石 田　健 一さん
斉 藤　春 雄さん
大 友　豊 治さん
渡 部 千代吉さん
小 坂　新 吉さん
高 橋　義 雄さん
大 友 ヒサヱさん
佐 藤　陽 子さん
石 成　ミ ヨさん
佐 藤　 　隆さん
髙 橋　ヤ スさん
近 田　富 雄さん

門 田　 　響くん

髙 山 弘太郎くん

鈴 木　結 月ちゃん

石 田　 　蓮くん

髙 橋　 　綾ちゃん

藤 田　斗 我くん

　 塚　 　悠くん

奈 良　勇 太くん

2016.06.15
14

人口と世帯数の動き人口と世帯数の動き
5月末現在

●人口
　 男
　 女

………
………
………

前月比

●世帯数…
前月比

47,486人
22,678人
24,808人

（－52人）

（－26人）

（－26人）

18,117世帯（±0世帯）

12
18
34
18
82

3,991,249
5,247,633
6,694,319
3,933,944
19,867,145

38,083,360
45,285,358
58,505,953
45,780,121
187,654,792

12
20
37
18
87

0
0
1
0
1

  613
  730
  854
  494
2,691

0
94,522

0
57,897
152,419

0
74,535

0
50,405
124,940

3,991,249
5,153,111
6,694,319
3,876,047
19,714,726

3,517,913
4,878,515
6,313,442
2,759,957
17,469,827

473,336
274,596
380,877

1,116,090
2,244,899

2

2

2
1

3

12
20
34
17
83

3

3
1
1

1

2
1
4

11
20
35
17
83

1
6

7

7
8
5
7
27

1
1

5
11
26
10
52

12
20
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12
20
37
18
87

1

1

12
19
34
18
83

湯沢
稲川
雄勝
皆瀬
合計

湯 沢
稲 川
雄 勝
皆 瀬
合 計

急　傾　斜
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耕作放棄の　
防止等の活動

■集落協定の活動状況等

■対象農用地面積

水路、農道等
　の管理活動

目指すべき
　　将来像

将来像を実現する
　ための活動方策多面的機能を増進する活動

地
　
　
域
　
　
名

■集落協定の概要

湯 沢
稲 川
雄 勝
皆 瀬
合 計

0
19,987

0
7,492
27,479

緩　傾　斜 （㎡）
田

急　傾　斜

　平成27年度の 「中山間地域等直接支払制度」 の実施状況
がまとまりましたので、中山間地域等直接支払交付金実施
要領第12の規定に基づきお知らせします。
●問い合わせ　農林課農政班（☎73‒2133）へ

≪平成27年度の実施状況≫
中山間地域等直接支払制度

緩　傾　斜 （㎡） （㎡）
畑 合　　計

集　落 個　別
通常（10割）単価地域名

地域名

協定締結数（協定）
交付金額
（円）

参加者数
（人）

　日本年金機構では、国民年金保険料を納期までに
納めていただけないかたに対して、電話、書面、面談
により早期に納付いただくよう案内をしています。
　保険料が納め忘れの状態で、万一障がいや死亡と
いった不慮の事態が発生すると、障害基礎年金や遺
族基礎年金が受けられない場合があります。
　経済的な理由などで保
険料の納付が困難な場合
は、保険料の免除や納付
猶予が受けられることが
ありますので、ご相談く
ださい。
●問い合わせ　大曲年金事務所（☎0187-63-2296）
　　　　　　　市民課国保年金班（☎55-8164）

保険料の納め忘れはありませんか？

平成28年度の
　国民年金保険料は
月額16，260円です

平成28年度の
　国民年金保険料は
月額16，260円です

地域の実情に即した農業生産
　活動等の継続に向けた活動

Ｃ　要　件
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このページは、事業所等の広告です。
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